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1.2 流域の地形・地質 

(1)  主な河川の勾配の特徴 

日本一長い河川である信濃川の流域は、長野県

および新潟県に広がっています。河川名は長野県

内を千曲川、新潟県内を信濃川と呼び、新潟市で

日本海に注ぎます。 

千曲川の支流である犀川は長野市で千曲川と合

流しますが、その上流の松本市島内での梓川と奈

良井川の合流部までの間を犀川と呼びます。犀川

の本流である上流部は梓川と呼ばれます。 

信濃川水系の主な河川の勾配を図 1.2 に示しま

す。一般に河川勾配は上流ほど急になります。本

流域では、下流から標高 500m 付近までは約

1/200 勾配と緩やかですが、標高 1000m 以上

では約 1/15～1/10 と急勾配となっています。 

そのうち梓川では、標高 1500m の上高地付近

で、ほぼ平坦になるという特異な形状をしている

のがわかります。これは、過去に焼岳火山の噴火

に伴い河川が閉塞し、天然の大規模ダムができた

ことによりますが、詳しくは（4）で説明します。 

同様に千曲川の標高 1000m 付近で勾配が緩

くなっている地点があります。本冊子では述べま

せんが、これも仁和三年（887）に八ヶ岳の斜面

が崩壊してできた天然ダムの痕跡です（井上ほか，

2010）。  

図 1.2 河川縦断図 
（国土地理院基盤地図情報をもとに作成） 
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写真 1.3 槍ヶ岳-梓川上流「（松本砂防事務所，2024ｂ）に加筆」 
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(2) 日本列島の生成と長野県の地質 

日本列島は、ユーラシア大陸の東に位置する島

弧（弧状列島）で、4 つのプレート（ユーラシア・

北米・太平洋・フィリピン海）が境をなす地球上

で類例のない変動帯です。この変動帯では、地震

活動や火山活動がきわめて活発であり、その結果

として多様で複雑な地形が形成されました。 

およそ 2000 万年前までは、日本はユーラシ

ア大陸の東縁にあって、まだ日本海はありません

でした。日本列島が島弧としてユーラシア大陸か

ら分離移動したのは、2000～1500 万年前のこ

とであり、この南進する移動の際に列島の中央部

が破断され、西南日本と東北日本への分離が生じ

ました。 

図 1.3 は、中部日本の主な地質構造線と地質区

を示したものです（松本砂防事務所，2024b）。 

破断した部分はフォッサマグナと呼ばれ、日本

列島を南北に横断する幅 70～100km の沈降帯

を形成しました。沈降帯の西縁は糸魚川－静岡構

造線（糸静線）と呼ばれる大断層で画されており、

長野県内では小谷村、白馬村、大町市、松本盆地、

諏訪盆地を通過し、甲府盆地の西から静岡市へと

達しています。日本列島の中央部に位置する信濃

川上流部は、複雑な地質構造と多彩な地質構成か

らなります。 

図 1.4 は、長野県地質図活用普及事業研究会が

2015 年 11 月に作成した「長野県デジタル地質

図 2015」（DVD）をもとに、信濃川上流域の範

囲を抽出したものです。表 1.1 は「長野県デジタ

ル地質図 2015」統一地質凡例をもとに、左側に

統一地質凡例の年代区分（縦軸）、右側に地質特性

による地質区分（横軸）を示しました。詳細は、

新版 長野県地質図作成委員会（委員長：原山智）

が作成したデジタル地質図の解説書をご覧下さい。 

(3) 信濃川上流域の河川の水系網 

信濃川上流域の河川の水系網は、地形・地質状

況を反映して、非常に複雑です。槍ヶ岳で北と南

に分かれた高瀬川と梓川（犀川）は、安曇野市押野

崎で合流し、犀川となって北北東方向に流下して

行きます。梓川流域は付加体の山地部を流下し、

松本市島々付近で松本平に出て、北北東方向に流

下します。 

松本市街地付近では、女鳥羽川・薄川・田川・

奈良井川が流下し、梓川に流入しています。高瀬

川流域は深成岩類（花崗岩類など）の山地部を流

下し、大町市野口付近で平野部に出て、南南東方

向に流下します。この付近で篭川・鹿島川が流入

しています。 

図 1.3 中部日本のおもな地質構造線と地質区分
（松本砂防事務所，2024ｂ） 



 

 

 

1 章 梓川・女鳥羽川・薄川・高瀬川流域の概要 

5 

 

  図 1.4 信濃川上流域の地質図（長野県デジタル地質図 2015，地理院地図「標準地図」をもとに作成） 
長野県地質図活用普及事業研究会編著,2015 年 11 月,「長野県デジタル地質図 2015」 
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大町から松本付近までの松本盆地は、東側に松

本盆地東縁断層が存在し、第四紀層が厚く堆積し

た平野部で、塩尻市・松本市・安曇野市・大町市

などの市街地が存在しています。 

これらの平野部には、上流部から運搬されてき

た堆積物が厚く分布し、比較的良好な地盤が形成

されています。一方、松本市街地周辺は女鳥羽

川・薄川・田川・奈良井川の合流地点となってお

り、土砂・洪水氾濫が繰り返し発生しました。 

 

(4) 梓川上流の活火山 

梓川上流には、乗鞍岳、焼岳などの活火山があ

り、流域の地形形成史に大きな影響を与えていま

す。乗鞍岳は約 120 万年の歴史を持つ大規模な

火山で、安山岩～デイサイトの溶岩の噴出を繰り

返している火山です。ここ 1 万年では、9600、

9200 年前の剣ヶ峯の噴火が起こっています。 

焼岳とアカンダナ火山は、安山岩～デイサイト

表 1.1 長野県デジタル地質図（2015）の統一地質凡例の整理（地質年代と地質特性） 

図 1.4 梓川の河床縦断面図と天然ダムを伴う大規模崩壊と東京電力の発電用ダム 

。 
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の溶岩および溶岩ドームと、それらの崩落により

発生した火砕流や土石流などからなっています。

これらの噴火によって梓川は何度も河道閉塞され、

上流部に大量の土砂が堆積し、緩やかな河谷渓谷

の上高地を形成しました。最新のマグマ噴火は

2300 年前の焼岳円頂丘溶岩とその崩壊による

中尾火砕流の活動です。焼岳では、ここ約 100 年

間は水蒸気爆発が多発しており、大正 4 年（1915）

の噴火で大正池が形成されました。最新の噴火は

昭和 37-38 年（1962-63）に起こっています。 

梓川上流部には、槍ヶ岳（標高 3180ｍ）、奥穂

高岳（標高 3190ｍ）など、3000ｍを越える高

山が並んでいます。氷河時代には山岳氷河が形成

され、現在でも氷河地形（カール、モレーンなど）

が残っています。 

図 1.5 は、梓川の河床縦断面図で、東京電力㈱

の発電用ダムと天然ダムを伴う大規模崩壊の位置

（崩壊地の高さと湛水範囲）を示してあります。

梓川は中堀沢地点から上流と下流では、河床縦断

面が大きく変わっていることがわかります。元々

梓川は西側の岐阜県方向に流下していた河川が焼

岳などの火山噴火によって、現在の松本方向に流

路変更したと言われています。 

 

〇巨大な古上高地湖の形成と消滅 

2008 年から 2009 年にかけて、信州大学山

岳科学総合研究所は大正池北西の標高 1495ｍ

地点で 300ｍ深の学術ボーリングを行いました

（原山・河合，2009；原山，2010；河合・原

山，2013；原山，2015，2021）。 

植物片の 14C 年代測定や鬼界アカホヤ火山灰

（7300 年前）の発見により、約 1 万 2000 年

前に起きた第 1 次堰き止めによりできた「古上高

地湖」（図 1.6、図 1.7）が 5000 年以上にわたり

存続したことがわかりました。 

約 1 万 2000 年前の白谷山火山からの平湯川

火砕流と山体崩壊により堰き止められた古梓川は、

上流部に古上高地湖を形成しました。 

図 1.5 梓川の河床縦断面図（東京電力㈱の発電用ダムと天然ダムを伴う大規模崩壊の位置を追記） 

（国土地理院基盤地図情報をもとに作成） 
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満水となった古上高地湖は、霞沢岳と安房山の

鞍部から溢流が始まり、現在の松本方向への流路

となりました。 

古上高地湖の最高水位は標高 1550m、水深

500m、湛水量 30 億㎥（黒部ダム 1.99 億㎥の

15 倍）と見積もられています。 

古上高地湖はその後 7300 年前までの 5000

年間は少なくとも存在し、焼岳からの土石流堆積

物や梓川上流からの土砂により埋め立てられてい

きました。 

 

 

 

この間の堆積物には数㎜厚のリズミカルなシル

ト・泥岩層が頻繁に挟まれ、湖の静水状態で分級

と堆積が進行したことを示しています。 

上高地の平らな谷地形（標高 1550m 以下）は、

古上高地湖が埋積されたことで始まり、4000 年

前の下堀沢溶岩による堰き止めも加わって完成し

ました（図 1.8）。 

  

図 1.6 古上高地湖の復元図（原山，2015；原山，2021； 

地理院地図「標準地図」「赤色立体地図」をもとに編集） 
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図 1.8 ボーリング調査と微動アレー探査から推定された「古梓川」と「古上高地湖」の埋積堆積物 

河合・原山（2013）をもとに、原山（2021）で彩色・編集 

図 1.7 焼岳火山群による古梓川の堰き止めと古上高地湖の生成（1 万 2000 年前） 

（原山，2021） 

古上高地湖 

長さ……………12 ㎞ 幅…2 ㎞ 

水深（最深）…500m 

貯水量…………30億立方米 

      （黒部ダムの15倍） 

湖面標高………1550ｍ 


	梓川・高瀬川流域　大規模土砂災害史_260218.pdf

